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あらまし： 専願制推薦入試による 2016年度 4月入学予定者から, 大学入学前に, e-learningで数式を解答
する数学オンラインテストを用いた教育を行っている. 2017年 4月入学予定者向けには, 途中離脱率を低
下させることを目的として, スケジュールの変更, LMS上での学習順序の強制などの改善を行った. また, 
従来の専願制に加えて非専願制推薦入試対象のコースを増設した. 合計の対象者数は 400 名程度である.  
専願制については, 事前事後テストの結果から, e-learning の課題の効果があったことが示唆された. 非専
願制については, 利用を任意としたことから, 利用者は少数にとどまった. 
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1. はじめに 
大学入学前教育では, 学習者が高等学校に通って

いる, 居住地が遠隔であるなどの理由から全員に来
学を求めることが困難であり, しばしば e-learning 
が用いられる(1). 通常の数学の学習で用いられる数
式による解答, 過程を記述した答案は, e-learning で
の自動採点が困難であるが, これを解決するシステ
ムとして, 数学オンラインテストが研究・開発・使用
されている(2)(3)(4). 入学前学習では(5)オープンソース

の LMSである Moodleで STACKプラグインを使用
した事例が報告されている. 
龍谷大学理工学部では, 2016 年 4 月入学者から, 

専願制推薦入試による入学予定者(「専願」)を対象と
する数学オンラインテスト Maple T.A.(6)(7)を導入し
た入学前教育を行っている(8). 本発表では 2016年度
の実施で判明した問題点の改善と, 対象入学者の拡
大を報告する. 

 
2. 以前の状況 
龍谷大学理工学部では, 2015 年 4 月入学までの専

願向けに,数学の入学前学習を行ってきた. 100 問程
度の紙媒体の問題集, 解答集を送付して 12月からの
学習を指示し,各自受験のテストの答案返送, 添削を
2回行っていた.  

2016 年 4 月入学の専願向けから, これに加えて, 
LMS Moodle と数学オンラインテストMaple T.A.(6)(7)

による入学前教育を開始した(8). 問題コンテンツは, 
従来の問題集の問題で, 数値や関数を一定の範囲で
ランダムに変更したものが出題される. 学習者が解
答を数式で入力すると, 即時に自動採点の結果が表
示される. 解説や模範解答は, 紙の問題集の参照ペ
ージが指示される . また , 学習履歴が Moodle と
Maple T.A.に残るため, 参加者の学習状況を教授者
が随時把握することができる.  

2016年 4月入学の対象者に対しては, 事後テスト

と位置づけられる入学後のプレイスメントテストの

成績が以前と比べて改善したものの, e-learning の途
中離脱率が高い, e-learning での学習量とプレイスメ
ントテストの成績の相関が明確でない, 事前テスト
を行っていないため, 入学前学習の寄与が明確に測
定できない, などの問題があった. 

 
3. 問題点とその改善 

2017年 4月入学の専願向けの入学前教育では次の
変更を行った. 
3.1 事前テストの実施 
学習開始前に, 自宅において事前テストを受験し, 

郵便で返送するように求めた. 
従来の入学後のプレイスメントテストを事後テス

トとし, 両者は, 同一の問題ではないが数学的に同
等な, 同一の数の問題からなるものとした. ただし, 
事前テストは自宅において非参照非相談という指示

のもと, 事後テストは学内において監督下で同様の
指示のもと行った. 
3.2 LMSでの学習継続サポート 

e-learning の途中離脱は, 数式入力の難しさが主
要な原因の一つであると推測した. 入力方法の説明
動画や, 入力方法そのものの練習問題なども以前か
ら備えていたが, 必ずしも全員に利用されたわけで
はなかった. そこで, Moodle の条件付きアクセス制
限の機能を用いて, 数式入力方法の練習を完了しな
いと, 数学の課題に取り組めないように設定した. 
また, Moodle の Badge を, 入力方法の練習を完

結, 1 個目の課題を完結, など, 細かいステップで何
かを達成するごとに発行するようにして, 学習者が
達成感を感じられるようにした. 

Maple T.A. と Moodle との接続が, 独自の活動モ
ジュールから LTI に変更したことにより, Moodle
と Maple T.A.の間のこれらの連携が容易になった.  
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4. 対象の非専願への拡大 
2017 年 4 月入学者から,非専願制推薦入試合格者

(「非専願」)向けにも, 入学前学習の提供を開始した.  
リソース面の制約から, 紙のテストの提出は行わ

ず, e-learning のみで提供した. また, 対象者は初期
には入学が確定していないことから, 参加は任意と
した. 使用した数学オンラインテストの問題群は同
一だが, 学習者が必要な部分だけを選んで学習でき
るように, 課題としての編成を変更した. 
専願には事前に登校する機会が 1 回あり, この機

会に課題と数式入力の説明を行っている. これが学
習を開始する良い契機となっていることがわかって

いるが, 非専願には登校する機会がなく, 郵便と動
画を含むWebでしか説明できない. 
 
5. 結果と評価 
5.1 途中離脱の防止 
専願の 164 名に対して, もっとも離脱の多かった

時期 2の課題完成率が, 2016年 4月の平均 0.40(標準
偏差 0.45)から平均 0.52(標準偏差 0.46)に改善した. 
入学後のアンケートでは, 回答者が 143 名中で, 

課題を続けようとする方向にはたらいたものとして, 
22名が Badge,  27名が LINE@を挙げた(複数回答). 
5.2 事前事後テストの成績 
事前事後テストの点数を, 12,1月に e-learning の課

題の実行が 1 個以上あった群, なかった群に分けて
示したのが表 1である. 

e-learningを実行しない群は事前・事後テストとも
低得点であること, 事後テストでの点数の増加は, e-
learning を実行した群のほうが大きいことがわかる. 
これは, e-learning の課題が点数の増加に寄与してい
ることを示唆する. 
5.3 非専願の対象者 
非専願の結果を表 1 に示す. e-learning の課題を

実行したのは,  10%程度と少なかった. 実行した群
の事後テストの点数は高かった.  
入学後のアンケートの結果からは, e-learning の課

題を実行しないことは, 週あたりのすべての種類の
学習の合計時間が短いことを意味しないことがわか

った. 入学試験向けの勉強をしている非専願の中に
はそちらを優先する者も多い可能性がある. 
 
6. 議論と展望 
専願には事前テストを行ったが, 現在は, この結

果によって, 学習内容を変化させることは行ってい
ない. 学習課題は予備知識を前提としない自己完結
的な形で作られているものの, 紙のテストの記述内
容や, 学習者へのアンケートの結果からも, 対象者
によって難しすぎる場合, 易しすぎる場合があるこ
とがわかっている. 事前テストの結果に応じた課題
を提供することが考えられる. さらには, 数学オン
ラインテストで解答履歴に応じてアダプティブに難

度を調節することも考えられる. 
学習の効果をより正確に測定するには, 非専願制

に対しても事前テストを行うことが望まれる. 事後
テストと同等ではないが, 個人情報を適切に扱うな
らば, 入学試験の成績を代用することがありうる. 
課題への参加率を高めるには, 課題の位置づけを

任意よりも強いものに変更する, LINE@などの連絡
手段によるよびかけを増やす, などがありうる. し
かし, 進学先を決めていない段階で合格者に働きか
けを行うことは, 進路選択に予期できない変化をも
たらす可能性があることから, 大学内のルールにし
たがって判断し, 慎重に行う必要がある. 
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表 1  e-learning課題の実行と事前事後テスト成績 

集団 実行 N 事前 事後 
av sd av sd 

専願 
なし 44 11.6  6.1 12.0 6.4 
あり 117 15.4  5.2 16.8  4.3 

非 
専願 

なし 163 NA NA 15.5 4.8 
あり 20 NA NA 19.6 2.3 
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